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木崎湖水中における安定同位体比を用いた窒素動態の季節変化についての考察

Isotopic analysis of seasonal change of nitrogen cycling in Lake Kizaki.
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2007年の夏から冬にかけて、木崎湖の全層においての (DO濃度、栄養塩濃度、N2O濃度および)NO2,NO3の安定同位
体比が測定された。表層では、濃度減少に伴う同化に伴う同位体濃縮が見られなかった。また、秋には硝化による同位
体シグナルが見えず、硝化が起きてないことが示唆された。


